
Fig. 1 Effect of RAM on 

kinase activity in melanoma 

cells. 

Fig. 2 Suppression of cell 

death by p38 inhibitor and 

JNK inhibitor. 
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1. はじめに 

近年、大気圧プラズマは医療分野への様々な

応用が期待されている。特に、プラズマ活性培

養液(PAM)はがん細胞に対してアポトーシス

を誘導することが報告されている。[1,2] これま

でに我々は、プラズマ中の電気的に中性な活性

種を選択的に照射することのできる大気圧ラ

ジカル源を開発し、ラジカル活性培養液(RAM)

を用いて皮膚がん細胞であるメラノーマ細胞

B16-F10 への効果を検証してきた。[3] 

本研究では、メラノーマ細胞に対する RAM

のストレス応答MAPK 活性誘導を検証する。 

2. 実験方法 

10%ウシ胎仔血清(FBS)を含む DMEM を用

いてメラノーマ細胞を継代培養し、細胞を 3.5 

cm ディッシュに播種した。無血清培養液への

ラジカル照射では、Ar/O2/N2の混合ガスの総流

量を 5 slm、酸素ガス流量比 O2/(Ar+O2+N2)を

0.6 %、窒素ガス流量比 N2/(Ar+O2+N2)を 70 %

と設定した。なお、照射時における大気との反

応を防ぐため、Ar ガスを用いてパージを行っ

た。次いで、終濃度が 10%になるように FBS

を添加し、RAM を調製したのちに、メラノー

マ細胞を処理した。12 時間後ウェスタンブロ

ッティングを用いて MAPK のうち p38 と JNK

の発現変化を検証した。また、それぞれの阻害

剤を用いて、p38 と JNK 活性と細胞死の相関

性を MTSアッセイで評価した。 

3. 実験結果 

 Figure 1は p38と JNKの発現変化を示す。こ

の結果から、Ar/O2/N2 混合ガスで調製した

RAMは p38と JNKを活性化させることが判明

した。また Figure 2は各阻害剤による細胞死の

抑制効果の結果を示す。Ar/O2/N2混合ガスで調

製した RAMにおいて、JNK 阻害剤による細胞

死の抑制が確認できた。したがって、RAM に

よる細胞死誘導は JNK 活性経路が重要である

ことが明らかとなった。 
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